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６６６６．．．．共同研究共同研究共同研究共同研究のののの成果成果成果成果    

    下欄には，当該研究期間内に実施した共同研究の成果について，その具体的内容，意義，重要性等を，共同研究 

申請書に記載した「研究目的」と「研究計画・方法」に照らし，800 字～1,000 字で，できるだけ分かりやすく 

記載願います。文章の他に，研究成果を端的に表す図表を貼り付けても構いません。なお、研究成果の論文・学会  

発表等を行った実績（発表等の予定を含む。）があれば、あわせて記載して下さい。 

    

 メディアコンテンツの多様化・高度化に伴い、高度な専門性を備えたメディア・クリエイターや

プロデューサー的人材養成が急務とされるなか、大学でのクリエイティブ教育の可能性、クリエイ

ター養成にとどまらない高等教育の実践課題や評価手法への応用といった課題について、特に他大

学の実践的人材育成手法の検証を主とした研究を実施した。 

 １２月１２日に実施した第一回研究会では、大学とクリエイティブの現場を結びつける実践教育

を実践している、池田聖（奈良先端科学技術大）、境真理子（桃山学院大）、高橋周平（多摩美術大）

の各氏を講師に招き、各大学におけるクリエイティブ教育の実際について、また、クリエイティブ

における教育の諸問題について検討した。 

 とりわけ、メディアコミュニケーションの能力を身につけた科学者養成のあり方や、クリエイタ

ーの「センス」を高等教育機関で養成する可能性などが活発に議論され、従来の大学や制作現場で

行われていた人材養成を超えた、あらたな養成スキームの提案に向けて重要な示唆を得た。 

 ２月２７日に実施した第二回研究会では、この成果をもとに、具体的に教育現場で応用する方策 
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（研究成果のつづき） 

 

について検討した。講師に、英語教育分野から竹蓋順子氏（大阪大）、音楽教育の分野から大山雅彦

（東京工科大）、安田昌弘（京都精華大）両氏を迎え、それぞれの興味関心に基づいて、クリエイテ

ィブと教育の諸問題を検討した。 

 外国語教育分野では、魅力的な教材コンテンツを開発するための、インストラクショナルデザイ

ンの導入などについて紹介があった。また音楽教育では、従来の「音大型」演奏家養成の枠組みに

とどまらず、メディアコンテンツ制作にかかわる音楽活動や、音楽活動を支援するメディアコンテ

ンツ事業といった視点を導入したり、音楽家のマネジメント業務のカリキュラム化等の事例が紹介

された。 

 二回の研究会を通して、日本のクリエイティブ教育において、実践家養成と理論とが乖離してい

る現状を再確認したが、各大学において現場と大学を繋ぐための新しい試みが実施されていること

もわかった。ケースメソッド型の教育を実施している大学は今回、見られなかったが、東京工科大

のように事業を通して PBL型教育を実施している大学が増えていることも確認できた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


